
する情勢調査や出口調査の方式や態勢の説明と、今回の参院選でのパフォーマンス評価を

開陳いただいた。参院選においては、報道の中立と公正にかかわる新たな課題も現出した。

社会のデジタル化の中で、選挙報道の現場も変容を迫られる事案が生じている。選挙の調査

をめぐっては、実施体制の相乗り合同化、調査手法に関する「電話からネットへ」ないし「人

からＷｅｂへ」の変更が必然化しつつある。討論は、選挙結果に基づく選挙報道の社会的意

義へと進んだ。費用と効能のコスパを問われる担当責任者各位の労苦に、あらためて敬意を

表したい。

本号の最後には、松本正生による日本記者クラブでの会見（「 参院選：世論調査が語

る民意」 ）を収録している。国政選挙後の恒例になった松本の同クラブでの会見

も、世論・選挙調査研究大会と同様に今回で 回目を数えたという。なお、会見の内容は、

記者クラブの （ ）でもご覧いただ

ける。

調査関係のみなさまのご利用に供すれば幸甚である。

年 月

埼玉大学社会調査研究センター シニア・コーデイネーター

松本 正生  
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参院選の報道各社の情勢調査比較

－多様化する調査手法－ 
Comparison of Media Surveys on the House of Councilors’ Election：Diversified Research Methods  

大栗 正彦

 
 

〈要旨〉

参院選の各社情勢調査の精度を調べた。衆院選からの流れを受けて、新聞各社はオートコール調査やイ

ンターネット調査を行っている。各社の調査手法は異なっているが、議席予測の精度は高まり、各社とも

ほぼ予測を的中させている。これは調査で得られたデータを補正し、選挙結果を予測する計算式作成が成

功したことが要因に挙げられる。当面は各社ともそれぞれが行っている手法を継続しながら精度を高めて

いくことになりそうだ。

In this study, we examined the accuracy of different surveys of the House of Councilors’ 

１ はじめに

２ 各社の調査

手法の模索

予測の方法

３ 議席予測

各社の見出しと予測値

選挙区の予測

比例の予測

４．終わりに

５．終わりに
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SOCIAL SURVEY RESEARCH CENTER 
    

第 回 世論・選挙調査研究大会

日時： 年 月 日 金 ～

オンライン開催（ ウェビナーによる生配信）

月 日 日 に再放送予定

大会テーマ

「選挙をめぐる調査と報道」

主催 埼玉大学社会調査研究センター

はじめに 松本 正生 埼玉大学社会調査研究センター

第一部 報 告

１． 参院選情勢調査：報道各社の方法比較 大栗 正彦 （福井コンピュータスマート）

２． 朝日新聞社の参院選情勢調査について 江口 達也 朝日新聞社世論調査部

３． 「ｄサーベイ」の方法と精度 平田 崇浩 社会調査研究センター調査研究部

第二部 討 論

「選挙をめぐる調査と報道」

討論者： 今市 憲一郎 （ＴＢＳテレビ 報道局編集主幹）

小山 優 （神戸新聞社 編集局次長兼報道部長）

堀江 浩 （元朝日新聞社 編集委員）

司会者： 松本 正生 （埼玉大学 名誉教授）
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